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研究の全体概要 

本研究では、スズメバチ類の巣内の糞や幼虫の腸内容物を用いて、脊椎動物及び昆虫のユニバ

ーサルプライマーによる DNA メタバーコーディング（食性解析）を行い、生物相モニタリングの

有効性と限界を明らかにする。神戸市及び世界自然遺産の南西諸島で駆除件数が多いスズメバチ

属とアシナガバチ属の蜂の食性解析を行い、餌種と餌種数を調査する。一つの巣の餌種を把握す

るために食性解析に必要な糞と腸内容物の数を明らかにする。巣の採集地点周辺の景観構造を地

理情報システム（GIS）を用いて定量化し、食性解析によるモニタリングが効果的な地域を明らか

にする。採集した巣の周囲で従来型の昆虫採集も施し、各手法及び各景観構造による観測した種

構成、種数の差異を統計解析し、食性解析によるモニタリングが効果的である対象種を明らかに

する。 

 

 

 

 

 

 



研究の全体概要図 

 


